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自動車の駆動用電源としてリチウムイオン電池が用いられ始めている。リチ

ウムイオン電池のエネルギー密度は、実用化されている蓄電デバイスの中で

最も高い。しかしながら、自動車の駆動電源として用いる場合、更なる高容量

化が課題となっている。特に、低コストで高容量な正極材料の開発は重要で

あり、そのため、新規正極材料の研究開発が盛んに行われている。 

電気化学反応による電極の酸化および還元挙動をその場で観測すること

に対する期待は大きい。in situ XAFS は、電気化学反応のその場観測を可能

とする技術であり 1)、この測定・解析技術のさらなる深化は、材料設計の指針

を得ることや劣化メカニズムを解明するためにも重要である。本研究では、  

in situ XAFS 分析用のセル開発を独自に行い、リチウムイオン電池正極材料

の分析技術確立を目的とした。 

 

本発表では、正極、負極、セパレータにそれぞれコバルト酸リチウム、グラ

ファイト、ポリプロピレン製フィルムを用いた。電解液｛電解質；１mol/L LiPF6、

溶媒；ジエチルカーボネート(DEC)／エチレンカーボネート(EC) =1：1(容積比)｝

を添加してセルを作製し、試料に供した。なお、セルには X 線を透過させるた

めの窓を設けた。 

 

開発したセルを用いることによりコバルト酸リチウムの Co K 吸収端 XANES

スペクトルの取得に成功した。得られたスペクトルから、充電状態では放電状

態よりも高エネルギー側にメインピークが位置し、スペクトル形状も若干異な

ることが分かった。この結果から、充電によりコバルトの酸化が進行しているこ

とが示唆される。 
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